August 18, 2009 読書会「単純な脳、複雑な『私』」
参加者18名：Haruka McMahon, Memo Parnall, Hose Pera, caz Quar, SAZABI Flanagan , ikuko Spinotti, ryofuz Quan, Rubeee Noel , SAZABI Flanagan , Paris Zane, JG Rodenberger , Hiroshi Kumaki, Edi Darwin , Podarge Inaka , Monyo Kararan , marube Oh, panda Kidd, Almond Andel
panda Kidd: さて、そろそろ２２時になりましたので、始めましょうか、みなさんお席にどうぞ

panda Kidd: では・・・こんにちは、今日のキラカフェは読書会です。

panda Kidd: 今日は、SLで、ものづくり講師などをされている、キラカフェでもおなじみですね、

panda Kidd: Haruka McMahonさんご推薦の本による読書会です。

Hiroshi Kumaki: こんばんはー

panda Kidd: 池谷裕二著、「単純な脳、複雑な『私』です

panda Kidd: 脳科学についての本ですね。

Haruka McMahon: こんばんはー

panda Kidd: 私も読んでみましたが、非常に興味深いです。

panda Kidd: それでは、Harukaさん、さっそくですが、よろしくお願いいたします。

Haruka McMahon: はい、よろしくお願いします

Haruka McMahon: ただいまご紹介にあずかりました、Harukaです

Haruka McMahon: SLでは眼鏡つくり教室の講師、

Haruka McMahon: それでRLではコンピュータープログラマーをしてまして

Haruka McMahon: 脳科学は別に専門家でも何でもないんですが

Haruka McMahon: 面白い本を見つけましたということで

Haruka McMahon: ご紹介させていただきます。

Haruka McMahon: 最初、スライドに沿って

Haruka McMahon: 内容を軽くご紹介し

panda Kidd: （北側の壁に、スライドが表示されております）

Haruka McMahon: その後、興味のある点について

Haruka McMahon: フリートークとさせていただきます

Haruka McMahon: なにか皆さんが本書で興味を持った点でもいいですし

Haruka McMahon: スライドの中の赤字は、私自身が

Haruka McMahon: SLと関連して興味深いと思った点なので

Haruka McMahon: その辺をテーマとしてもいいと思います

Haruka McMahon: こちらが、今日のテーマの本になります

Haruka McMahon: 池谷裕二さんという、若い脳科学者の方が

Haruka McMahon: 自分の出身校で今の高校生たちを対象に

Haruka McMahon: 脳科学の講義を行った記録です

Haruka McMahon: 4章からなっていて、第1章は全校生徒向けの講演

Haruka McMahon: 2章以降は、それをふまえて、特に興味を持った学生数名との

Haruka McMahon: ゼミ的な講義になっています

Haruka McMahon: で、第1章

Haruka McMahon: のっけから面白い話題が出てきます

Haruka McMahon: 自分の手の人差し指と薬指を比べて

Haruka McMahon: 人差し指が短い人は理系、同じ長さの人は文系という

Haruka McMahon: 指の長さで判断がつく、という話です

Haruka McMahon: 実はこれには裏がありまして

Haruka McMahon: 指の長さは文理じゃなく男女による差であって

Haruka McMahon: 男女による文理の傾向が

Haruka McMahon: 指の長さと関係があるようにみえるだけ、というお話

Haruka McMahon: 統計のウソ、といってもいいと思います

Haruka McMahon: 人の心はこんなふうに

Haruka McMahon: 何も関係ないところに因果関係を見出してしまう傾向があり

Haruka McMahon: その辺、以前キラであったパンダさんの会

Haruka McMahon: 「正しく読む」という話にもつながってくると思います

Haruka McMahon: さらに、人間は実際には存在しないものを見てしまったり

Haruka McMahon: 逆に存在していても見えなかったりするという

Haruka McMahon: http://www.asahipress.com/brain/pink.html

Haruka McMahon: このページに、動画があるんですが

Haruka McMahon: ピンクの点の1か所が欠けてる部分が動く画像

SAZABI Flanagan: うお、すごい、ほんとだ。

Haruka McMahon: これをみているうちに

Haruka McMahon: 存在しないはずの緑の点が見えてきます

Memo Parnall: なんでー！？

Haruka McMahon: で、著者の池谷さんはここで

ikuko Spinotti: 残像？

Haruka McMahon: かもしれません

Haruka McMahon: 緑が見えるということは

Haruka McMahon: 脳内で、緑に反応するニューロンが

Haruka McMahon: 反応しているということだそうです

Haruka McMahon: で、池谷さんは

Haruka McMahon: ニューロンが

Haruka McMahon: 反応していたら、それはもう脳にとっては

Rubeee Noel: こんばんはー(*^-^)/

Haruka McMahon: 存在しなくても存在するのと同じだという

Haruka McMahon: こんばんはー

Haruka McMahon: 見方を提案しています

Haruka McMahon: それが、「脳にとっては

SAZABI Flanagan: こんばんは＝

Haruka McMahon: 事実（fact）がすべてで

ryofuz Quan: こんばんは

Haruka McMahon: 真実（truth）と違っていてもかまわない」

Haruka McMahon: という言葉となっています

Haruka McMahon: で、この辺を読んでいて思ったのが

Haruka McMahon: セカンドライフの映像って、factなのかtruthなのか

Haruka McMahon: どっちだろう？ということです

Haruka McMahon: 現実には存在しないものの映像だけど

Haruka McMahon: PCにこういう映像が映し出されているのは真実ですよね

Haruka McMahon: さてどっちか？という問題

Haruka McMahon: 時間があれば皆さんの意見を聞いてみたいと思います

Haruka McMahon: 続きまして第2章

Haruka McMahon: 前半では人間の記憶について語られています

Haruka McMahon: 記憶があるから自分自身を一貫した存在として

Haruka McMahon: 感じることができるということ

Haruka McMahon: そして、後半では

Haruka McMahon: 自分のことは、心よりも身体のほうがよくわかっている、という

Haruka McMahon: ことが語られます

Haruka McMahon: 脳は心を直接見ているのではなく

Haruka McMahon: 身体をモニターして、そこから自分の心や置かれた状況を

Haruka McMahon: 把握しているのだということです

Haruka McMahon: これはもともと、他人を観察して

Haruka McMahon: その人の心を推し量るという能力が

Haruka McMahon: 人間の進化の中で生まれ

Haruka McMahon: さらに自分自身を他人と同じような視点で眺めることによって

Haruka McMahon: 自分の心を感じるようになった、という仮説がなされています

Haruka McMahon: それで、私たちはSLの中にアバターという

Haruka McMahon: 仮想の身体を持っているわけですが

Haruka McMahon: これって、「他人の視点で自分を眺める」のに

Haruka McMahon: 似てるんじゃないかなと思うんです

Haruka McMahon: こうやってみんなで話をするとき

Haruka McMahon: なんとなくアバターを座らせてしまう

Haruka McMahon: 別にホントに疲れるわけでもないのにですよ？

Haruka McMahon: これって、アバターとしての自分をみて

Haruka McMahon: 疲れそうだな、と感じてるんじゃないかなと思います

Haruka McMahon: 前もフリートークの時にそんな話が出ましたね＾＾

Haruka McMahon: つづいて、第3章

Haruka McMahon: 最初に、生徒たちに

Haruka McMahon: 「生命の定義は？」という問いかけがなされます

Haruka McMahon: たとえば見た目、人間と変わらないロボットができて

Haruka McMahon: それがロボットであると知らされず、人間だと思って見ているとき

Haruka McMahon: その人にとっては、それは人間であると言い切ってしまっても

Haruka McMahon: いいんじゃないか？という問いもなされます

Haruka McMahon: さらに、自分は本当に自由に身体を動かしたり

Haruka McMahon: 考えたりしているのか？という問いかけもありました

Haruka McMahon: たとえば手を動かそうとして実際に動かす場合に

Haruka McMahon: 脳波を測定すると

Haruka McMahon: 自分が「動かそう」と思うより先に

Haruka McMahon: 脳では腕を動かすための準備が始まっているそうです

Haruka McMahon: これは自分が自由に動かしていると言っていいのか？

Haruka McMahon: 本当は脳が勝手に動かす準備をしていて

Haruka McMahon: そのあとで「動かそうと思った」と後付けのように感じている

Haruka McMahon: それは自由なのか？という問題です

Haruka McMahon: それでは、私たちがSLのアバターを動かしているのは

Haruka McMahon: 誰が動かしているのか

Haruka McMahon: たとえば今、私は話しながらいろいろポーズを変えていますが

Haruka McMahon: この切り替えは、AOがやっていて

Haruka McMahon: さらにそのAOの中に入っているアニメはまた

Haruka McMahon: 別の人が作ってたりします

Haruka McMahon: じゃあ今、このHaruka McMahonというアバター派

Haruka McMahon: だれが動かしてるんでしょうか？

Haruka McMahon: とか考えたりしてます

Haruka McMahon: えーと失礼しました

Haruka McMahon: 第4章ですね

Haruka McMahon: ここでは、脳の活動の揺らぎ

Haruka McMahon: 言い換えるとノイズですが

Haruka McMahon: これが重要な役割を果たしていることが紹介されます

Haruka McMahon: まず、ゆらぎによってランダムに行動を模索することによって

Haruka McMahon: より効率よく正解に近付くことができるということ

Haruka McMahon: また、微弱な信号にノイズを掛け合わせることによって

Haruka McMahon: 鮮明に増幅できるということ

Haruka McMahon: さらに、ノイズそのものがエネルギーに転化されて

Haruka McMahon: 脳が稼働する動力源となっていること

Haruka McMahon: この3つの役割です

Haruka McMahon: そして最後に、全体のテーマとして

Haruka McMahon: 脳が脳のことを考えるという入れ子構造

Haruka McMahon: リカージョンについて語られます

Haruka McMahon: 入れ子の構造は無限に続きますが

Haruka McMahon: 人間の考えられることは有限で

Haruka McMahon: そのため、人間はリカージョンに対して畏れの感情を持つ傾向がある

Haruka McMahon: 脳は単純だけれど

Haruka McMahon: それが生む人間の心は複雑で

Haruka McMahon: それは無限と言い換えることもできる

Memo Parnall: （recursion/再帰と訳されることが多いっぽですにゃ

Haruka McMahon: その無限性に、驚きと畏れを感じるのかもしれないと

Haruka McMahon: （めもさんありがとうございますー

Haruka McMahon: それが、この本を終りまで読んだ時の

Haruka McMahon: 私の感想でした

Haruka McMahon: 以上、ちょっと押しましたが＾＾；

Haruka McMahon: 本の内容の紹介はここまでで

Haruka McMahon: 以降はフリートークにしたいと思います

Haruka McMahon: 何か今まで出たところ、あるいは

Haruka McMahon: 本を読まれた方はその中で

Haruka McMahon: 興味のあるテーマはありましたでしょうか？

panda Kidd: どれも興味深いですね

Memo Parnall: うにゅうにゅ。ココロってどこにあるんだべさ…

marube Oh: 非常に面白かったです。

panda Kidd: 実際に私も読んだけれど、確かに事例としてあがったSL・アバターとの対比とか、言われてみて改めて気がつきました

Haruka McMahon: 「心は環境に偏在する」って言葉がありましたね、本文中に

Hose Pera: 心は、心の中にあるのかな？

marube Oh: 私は以前おり人はアバターだと思ってましたので

JG Rodenberger: 環境に関わってフィードバックを得ないと実感できないんじゃないでしょうか

Haruka McMahon: リアルの人も、ですか

panda Kidd: そうですね、本における「心」って、いわゆる一般的に言う「心」の正体にせまるというか、

marube Oh: はい。

JG Rodenberger: それってSLににてると思う

Haruka McMahon: フィードバック重要ですよね

marube Oh: 実際の人の体はアバター

panda Kidd: なんていうんだろう、自然反応のアウトプットとしての現象が心ですよね。あまり主体的じゃないというかｗ

Haruka McMahon: なるほどー

Memo Parnall: アバターを座らせたくなるとか、アバターが涼しい風景にいると気持涼しく感じるとかーも、環境が画面の中に拡張されてる感じ…？

Haruka McMahon: 環境が画面の中に拡張かぁ

JG Rodenberger: 視覚的な要素が多いとは思いますけどね

Haruka McMahon: そうですねー

Hose Pera: 建物逆さに作るひと、いないな

marube Oh: 脳はあくまでも情報を中継させるだけで，コンピュータ本体と同じ役割だと思っています。

Haruka McMahon: ふむふむ

JG Rodenberger: あと、涼しい気持ちになろうとなんというか思い込もうとしているところもあるような気がする

Memo Parnall: 視覚とか音とか…風とか水とかも音である程度補完されそう

Memo Parnall: わはは

JG Rodenberger: それが感覚に影響するのかな？

Haruka McMahon: 思い込もうと、ですか。なるほど

Haruka McMahon: まあでもSLで涼しそうな風景に出合ったら

JG Rodenberger: 腕を動かそうとする自由意志の話につながるかな

Memo Parnall: マクルーハンの「メディアは人間の拡張ナリヨ」て定義があったりして。環境も広がるのかなと

Haruka McMahon: あー、そこにつながるのか

Hose Pera: アバタってケッコウ、ＲＬ本人ににるようだし

ryofuz Quan: 実際にエアコンつけたら涼しいけど、他に波の音とか風鈴の音を聞いても涼しく感じる

Haruka McMahon: なるほど！

panda Kidd: ちょっと、文中の話に戻ってみたいんですが、

Haruka McMahon: はい

panda Kidd: 宇多田ヒカルを例に「なぜ、この歌がすきか」って話がありますよね

panda Kidd: で、まぁ色々とみんな理由をいうけれど、それは後付で、

Haruka McMahon: うんうん

panda Kidd: 実際は、無意識であっても、「心地よい」と感じている環境・空間にいた際に、その曲がかかっていたとか、

Haruka McMahon: はい

panda Kidd: そういう感覚が、「宇多田ヒカルの歌が好きだ」「宇多田ヒカルを聞こう」とさせると。

panda Kidd: だとすると、

panda Kidd: 例えば、ビルを逆さまにつくらないとか、イスにアバターを座らせるとか

panda Kidd: 涼しげな環境を構築するっていうのも、

panda Kidd: 実際に感覚として「ビルが逆さまだと不便」とか、そういう理由よりも、

panda Kidd: リアルでの記憶や感覚が、「そうあるべき状態であると、心地よいはずである」と思っているから、

Haruka McMahon: なるほどー

panda Kidd: 自然とアバターやSLのオブジェクトにも、

panda Kidd: 心地よくなるような活動・形状を脳がさせる。そうじゃないと、なんか嫌な感じになる

panda Kidd: ってことは、ないでしょうか。

marube Oh: なるほど

Haruka McMahon: そうですねー

Hose Pera: ですから、経験が変わると、満足感もちがいますね

Haruka McMahon: 確かに

SAZABI Flanagan: 満足感？

Haruka McMahon: たとえば、私が根城にしてる

Haruka McMahon: KowloonというSIM

Haruka McMahon: ずーっと夜だし迷路みたいで迷いやすいし

Haruka McMahon: 怖くてヤダ、という人もいますが

Haruka McMahon: 私みたいに好き好んで家やお店を持とうとする人もいるｗ

Haruka McMahon: あれは元ネタはプレステのゲームで

Haruka McMahon: そのゲームが好きだった人がKowloonに集まってる、という

Haruka McMahon: 側面もあるんですが

Haruka McMahon: ゲームをやって面白かったから

Haruka McMahon: ああいう特異な

Haruka McMahon: 廃墟みたいな町が好きになる

marube Oh: うんうん

Hiroshi Kumaki: うーん

Haruka McMahon: それが、経験が満足感を左右する、ということですね

Hiroshi Kumaki: 先ほどのパンダさんの発言ですが、

Hiroshi Kumaki: あれは、プラトンのイデア論とか

SAZABI Flanagan: ふむ・・・

Hiroshi Kumaki: そういう方向にもつながりますね。

Hiroshi Kumaki: つまり、

Hiroshi Kumaki: こうだから美しい、とか楽しいではなく、

Hiroshi Kumaki: 私たちは

Hiroshi Kumaki: 最初から

Hiroshi Kumaki: 何が美しいか、楽しいかを知っている。

JG Rodenberger: え？

Haruka McMahon: おー

Hiroshi Kumaki: もちろん、今の経験の話も加味して考えれば

Hiroshi Kumaki: それは文化や国や民族によって異なるわけですが、、、

Hiroshi Kumaki: 例えば、仏師が仏像を作る時に、

Hiroshi Kumaki: こう作ろう、と思って刀を入れているのではないそうです

Hiroshi Kumaki: もう、見えているものがあって

Hiroshi Kumaki: あたかも木に下書きがしてあるかのように

Hiroshi Kumaki: ただそう彫っているだけなのだそうです

Hiroshi Kumaki: それが

Hiroshi Kumaki: 脳のはたらきなのか

Hiroshi Kumaki: もっと別の体のはたらきなのかはわかりませんが、

Hiroshi Kumaki: どうも私たちはそういう傾向があるようですね

Haruka McMahon: 夏目先生の作品にもありましたねｗ＞Ediさん

Edi Darwin: ｗｗｗｗありましたっけ？

Haruka McMahon: 夢十夜

Edi Darwin: ずいぶんマニアックなｗｗｗ

Hiroshi Kumaki: うんうん

JG Rodenberger: 仏像のイデアが脳内にあるっていうこと？

Haruka McMahon: 夢の中で、運慶が仁王像を彫っている

Haruka McMahon: よく何も見ずに彫れるものだ、と感心すると

Hose Pera: 熟練ってのは、その事でしょう

SAZABI Flanagan: イデア論ってそういうマニアックな分野にも通用する話なんですか？（クーロンみたいな廃墟が好きとか。）

Podarge Inaka: 木彫をすることが進化的に有利だとはとても思えませんが

Haruka McMahon: あれは彫ってるんじゃない、木の中に像が埋まってるのを

Memo Parnall: 美学の親玉だから、たいがいゴリゴリいけそうな

Podarge Inaka: 脳が生物進化の結果として誕生したのなら

Haruka McMahon: 掘出せばいいだけだ、と答えたという

Hiroshi Kumaki: さきほどのクーロンの話も

SAZABI Flanagan: 人間だれしも廃墟が好きっていう感覚を知らないうちに持っているって言う話ですよね。ないでしょそれはｗ

Hiroshi Kumaki: はるかさんはゲームをして楽しかったからだ、とおっしゃいましたが

Hose Pera: 日本的、表現のような気がするな

Haruka McMahon: はい

Haruka McMahon: コグマせんせいらっしゃーい

Edi Darwin: しかしそれって、好むもの＝美と礼賛してしまうと、見方を変えると人は自分の殻から出てこないってことになりかねませんよね

Hiroshi Kumaki: もしかするとそういう世界観が好きだからこそ、そのゲームを選んだのかもしれませんね。

Hiroshi Kumaki: 本当は前からわかっていたかも、と。ｗ

Haruka McMahon: その側面もありますね

JG Rodenberger: 脳内にあらかじめ何か原型があるっていう話はよくわかんないけど、さっきの後付けするっていうのは人間の脳の一般的な動作原理だと思う

Hose Pera: 本質がそこに、あるんだね

SAZABI Flanagan: あぁ、イデア論って個々人で違うものなんですね。ならばいいですけど。

Haruka McMahon: （ちなみに廃墟好きは決して少なくないと思いますｗ

Edi Darwin: さまざまなレイヤーがあるように思いますね

Edi Darwin: 行動原理には

Haruka McMahon: ふむふむ

Hiroshi Kumaki: あ、勿論、厳密にはプラトンのイデア論はまた違いますが、

Hiroshi Kumaki: 考え方としてその言葉を使わせて頂きました

Memo Parnall: あらかじめプリンティングされてるとかだと面白くないですよねー＞Ediさん

Hiroshi Kumaki: それに当然、プラトンにとっては人は誰でも同じイデアを共有すると考えていたでしょうから

JG Rodenberger: 可能性としてはなくもないと思いますけど，つまり

SAZABI Flanagan: あぁ、考え方がですか、すいません、へんなとこ噛み付いて。

Edi Darwin: ですねーでもプリンティングされてる部分もあるのも事実だと思います

JG Rodenberger: 異なるイメージを持っている人はこれまで淘汰されてきた，とか

Memo Parnall: 共通のものがないとコミュニケーションできないし、べったり同じだとコミュニケーションする必要がにゃーい

JG Rodenberger: でもまあ人それぞれですからね

Haruka McMahon: SLの中は多様ですから

Haruka McMahon: 淘汰する必要もなく、さまざまな好みを持つ人が

Hose Pera: ヤッパ、メモサン、ユニーク

Haruka McMahon: それぞれ自分の好みに合う場所に

Haruka McMahon: 落ち着けるんじゃないでしょうか

Hiroshi Kumaki: そうですね

Hiroshi Kumaki: 生命というものは

Hiroshi Kumaki: 生き延びるためには

Hiroshi Kumaki: 多様性というものを必要としますかｒ

Hiroshi Kumaki: 実はみんな勝手に好きずきにやっているようでいて

Hiroshi Kumaki: 全体として豊かなヴァラエティを形成しているのだと思いますよ

Hiroshi Kumaki: だから

Hiroshi Kumaki: 現実の世界も

Hiroshi Kumaki: SLも楽しいんじゃないでｈそうか

Hiroshi Kumaki: でしょうか

JG Rodenberger: いろいろあるのがいいですよねー

Memo Parnall: UFOヘアとか！

JG Rodenberger: そうそう

Hose Pera: はは

marube Oh: ｗ

SAZABI Flanagan: SLもRLも楽しいかどうかは人それぞれだけどｗ

Hiroshi Kumaki: ｗ

Edi Darwin: ｗｗｗ

Haruka McMahon: 多様性というのは本の中にも出てきましたね

marube Oh: 脳の感じ方が人によってちがうってのは

Haruka McMahon: 3章の終りあたり

JG Rodenberger: みんな同じ方向向いてたら，絶滅するのも同時

Haruka McMahon: ですね

marube Oh: ブラウザが違うと見え方が違うみたいだな～と思いました

Haruka McMahon: あ、わかりやすいｗ

Hiroshi Kumaki: ｗ

Almond Andel: ｗ

panda Kidd: さて、話は尽きないどころか、非常に興味深い話がでているところですが、

Memo Parnall: うはは

panda Kidd: すいません、２３時なので、一度ここで中締めを・・・いつもいいところで、すいませんｗ

Hiroshi Kumaki: ｗ

marube Oh: はい！

panda Kidd: でも、ここはこの後も使用予定ないので、引き続きつかっていただけます。でも、ちょっとだけ、中締めさせてください。

Hiroshi Kumaki: はい

Hose Pera: おじさんの、寝る時間か

Haruka McMahon: 本日はお聞きいただきましてありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ぷ

panda Kidd: ありがとうございました

JG Rodenberger: ありがとうございました

SAZABI Flanagan: ありがとうございました。

Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

Edi Darwin: たのしいお話ありがとうございました

Hose Pera: 有難うございました

Memo Parnall: おもしょろかったですー！　ありがとうございましたー

Monyo Kararan: ありがとうございました＾＾

panda Kidd: ちょっと、来週の告知を・・・。

ikuko Spinotti: ありがとうござましたー

caz Quar: ありがとうございました＾＾

Haruka McMahon: よかった＾＾

Rakkyoko Ella: ありがとうございました＾＾

Haruka McMahon: あ、おねがいしますー

panda Kidd: 来週は、月に一度の医療講座ですね。

panda Kidd: 「機能性消化管障害」についてのお話です

panda Kidd: 機能性胃腸症は、脳が腸に影響する、という話ですので、

次週の読書会に続く、脳シリーズでおもしろいかな～と考えています

Hiroshi Kumaki: うむ

Memo Parnall: どんなお病気だべ……

panda Kidd: ２２時から、場所はここです。ぜひぜひ、ご参加をー。

JG Rodenberger: 緊張するとおなか痛くなる話かな

ryofuz Quan: 胃潰瘍とか？

Haruka McMahon: おお

panda Kidd: それから・・・

panda Kidd: 先週のフリートーク、与那国海底遺跡の話など、考古学の話で盛り上がりましたが、

Hiroshi Kumaki: おお

panda Kidd: もう少し知りたいよーという方むけに、

Memo Parnall: おー

Hiroshi Kumaki: 来れなかった＞＜

panda Kidd: 参考URLをご紹介いただいているんですよね、Harukaさんがご存知かと

panda Kidd: ご紹介いただけますか？

Haruka McMahon: ﾊｲ

Haruka McMahon: 前回お話してくださったYanさんが

Haruka McMahon: 今日はこれないということで

Haruka McMahon: 資料のURLを預かってきました

marube Oh: おお！

Haruka McMahon: http://chikyu-to-umi.com/presen/HowtoInduceGracial.pdf

Haruka McMahon: PDFです

Haruka McMahon: 資料というか、Yanさんがおっしゃりたかったことですね

Hiroshi Kumaki: おお

Haruka McMahon: 小松左京マガジンという有料のミニコミ誌に寄稿した原稿で

Hose Pera: 開かない

marube Oh: Yanさんの文なんですね

Haruka McMahon: はい

Haruka McMahon: 全面公開していいかどうかは

Haruka McMahon: マガジン発行元に確認中だそうですが

marube Oh: すごく専門的ですね

Haruka McMahon: Kira Cafeの参加者には資料ということで

panda Kidd: では、ブログなどにURLは掲載せず、みなさんで楽しむということで、まずはお願いいたします

Hose Pera: ｐｄｆ

Haruka McMahon: ご紹介します、とのことでした

Hiroshi Kumaki: これ、おもしろいね

Haruka McMahon: PDFのリーダーを

marube Oh: うれしいです！

Hiroshi Kumaki: 小松左京さんというと

JG Rodenberger: これすごいね

ikuko Spinotti: すごい

Hiroshi Kumaki: 科学的に日本を沈めた人ですから。ｗ

Haruka McMahon: インストールされるといいと思います

Hiroshi Kumaki: で、今度は

Hiroshi Kumaki: 科学的に氷河期を起こすと。ｗ

panda Kidd: Harukaさん、ありがとうございました。Yanさんにも、後ほど確認させていただきますね。

panda Kidd: それから、Harukaさんの本日の資料ですが、

http://docs.google.com/present/view?id=dcd9k7qt_6chz7wjgq&revision=_latest&start=0&theme=blank&cwj=true

Haruka McMahon: ここで、スライド形式で見られると思います

インワールドボイスチャットに接続中...

panda Kidd: ありがとうございます

接続しました

Memo Parnall: わーい！

panda Kidd: さて、ちょっと中締めが長くなって申し訳ない

panda Kidd: では、とりあえず今日のキラカフェは、ここまでということで・・・

panda Kidd: みなさん、ありがとうございましたー！！

Hiroshi Kumaki: おつかれさまでしたー

marube Oh: ぱちぱち！！！

Haruka McMahon: おつかれさまでした、ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ありがとうございましたー

Almond Andel: Haruka

Almond Andel: sann,

JG Rodenberger: ありがとうございました

Almond Andel: a

Haruka McMahon: はい

Hose Pera: ８８８

SAZABI Flanagan: おつかれさまです。

Almond Andel: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ８８８８８８８８８

Memo Parnall: ありがとうございましたー！

caz Quar: ありがとうございました＾＾ぱちぱち

Podarge Inaka: おつかれさまでした

Hiroshi Kumaki: それではすみません、お先に失礼します。

Monyo Kararan: おつかれさまですー

panda Kidd: では、引き続きここは何も使用予定ございませんので、

Haruka McMahon: お粗末さまでしたm(__)m

Podarge Inaka: ありがとうございました

Edi Darwin: おつかれさまでしたー

panda Kidd: ご自由にお使い下さいｗ

panda Kidd: いつものことながらｗ

Haruka McMahon: 終わったから座ろうｗ

JG Rodenberger: また次回まで、お先に失礼します

Memo Parnall: あはは、１時間たちっぱなw

Haruka McMahon: やれやれどっこいしょ、とｗ

Hose Pera: あるさん。また

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Almond Andel: あ、はーい、また

SAZABI Flanagan: アバターなのに、どっこいしょ、きましたｗ

Almond Andel: （おちちゃった）

panda Kidd: やっぱり、アバターにも「たって発表が、それらしい」とか、あるんでしょうかね。Harukaさんの経験や常識の中にｗ

Hose Pera: おやすみなさい、みなさん

Haruka McMahon: ありますねーｗ

Edi Darwin: おやすみなさーい

marube Oh: おやすみなさい

Rakkyoko Ella: おやすみなさい

panda Kidd: おやすみなさーい

Haruka McMahon: おやすみなさーい

Podarge Inaka: おやすみなさい

Memo Parnall: おやすみなさいー

Haruka McMahon: 授業も立ってやるしｗ

Memo Parnall: ああ、お仕事で講師とかもされてるからー

Podarge Inaka: それではしつれいします　みなさん

Haruka McMahon: おつかれさまでした

Monyo Kararan: おつかれさまですー

Haruka McMahon: 来ていただきましてありがとうございました

Edi Darwin: おつかれさまでした

Memo Parnall: おやすみなさいですー

Podarge Inaka: おやすみなさい^^

Haruka McMahon: おやすみなさーい

Edi Darwin: おやすみなさーい

Haruka McMahon: 前半が大雑把過ぎたんじゃないかと

Haruka McMahon: ちょっと心配ですが

Almond Andel: いえいえ

Memo Parnall: のんのん

Almond Andel: そんなことない

Edi Darwin: 結構難しいテーマですよね

panda Kidd: いやー、良かったと思いますよ

Almond Andel: よくまとまってるなーと

Haruka McMahon: 読んでない人付いてこれたかな

Almond Andel: 感心してました

Monyo Kararan: それでは私も失礼します＾＾途中からでしたけど興味深かったです。

Haruka McMahon: ありがとうございました

Edi Darwin: お話はよくまとまっていたと思いますよ

panda Kidd: ってか、あれ以上細かくすると、とても３０分では語れないし、１冊まるごと（焦点を絞らずに）紹介することになりそう

Memo Parnall: またですうー！

Haruka McMahon: そうなんですよねー

Monyo Kararan: ありがとうございました＾＾ではー

Haruka McMahon: おつかれさまー

marube Oh: いや～、この本、面白かったですよ

panda Kidd: フリートークに入って、アバターを座らせたくなるとか、アバターが涼しい風景にいると気持涼しく感じるとかーも、環境が画面の中に拡張されてる感じ…？　という

marube Oh: あっという間に読めました

Edi Darwin: 読んでみたくなりました

Haruka McMahon: 面白いですよねー

Memo Parnall: なんかお話ききながら、京極夏彦思い出したとです

Haruka McMahon: あー

panda Kidd: 指摘から、その話が中心になったけれど、他にもHarukaさんが指摘されていたアバターとの対比ってありますよね

Memo Parnall: たぶんこのへんの話サーベイして書いてるんやろなみたいな

panda Kidd: 例えば、SLのシステムが身体で、私達人間が脳であるかのような、仮想空間内でのアバターの動きとか

Haruka McMahon: なるほどー

Haruka McMahon: 文字通り「中の人」ｗ

panda Kidd: ３章のところですけれど

Haruka McMahon: はい

panda Kidd: その辺の話なんかも、もうちょっとしてみたいんですがｗ

marube Oh: 私もしたい！

Haruka McMahon: ぜひ＾＾

marube Oh: 脳の話を聞いてて

panda Kidd: もうね、いつもフリートークが盛り上がったところでぶった切ると、中締めは申し訳なくてｗ

marube Oh: 心はやっぱり別にあるんではないかと思っていました

Edi Darwin: ｗｗｗ

Haruka McMahon: ふむふむ

Haruka McMahon: 仕方ないですよｗ＜中締め

marube Oh: 心→脳→行動

panda Kidd: まるべさんとしては、例えば医療現場で、

marube Oh: はい

panda Kidd: 「患者さんの治ろうとする意思の力」とか

Memo Parnall: ココロはインターフェースなのかなって思ってター　入出力するのに、どっかでまとめるとこが必要、みたいな

Haruka McMahon: ふむふむ

panda Kidd: そういう前向きな気持ちなどで、結果（身体の反応）が変わるっていうケースは、見ます？

marube Oh: ありますね。

marube Oh: 免疫も変わるし

Haruka McMahon: おー

Memo Parnall: おー

marube Oh: 免疫力は意志のちからおおきいし、

panda Kidd: 筋力調査で、「画面に握れ　って表示される前に、がんばれとか表示すると、握力が２倍になる」というような話も本にありましたけれど

marube Oh: うんうん

panda Kidd: おぉ、やはり実例で感じますか

marube Oh: ただ、科学的にはわかりませんが、

marube Oh: 患者さんをみてると感じることはあります

Edi Darwin: でもみなさんそうおっしゃいますよね。免疫力が気持で変わるって

Memo Parnall: 言うことはポジティブでも、その人がどう感じてるかとか判断むずそう…調査するとしたら

marube Oh: 笑いは免疫を高めるのは本当みたいです

Haruka McMahon: 病は気から……

Rakkyoko Ella: すいません、途中参加ですいません。一旦失礼します。

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Edi Darwin: おつかれさまでしたー

SAZABI Flanagan: おつかれさまです

panda Kidd: しかし、そうすると、「身体をコントロールできない」っていう、脳の限界・意思の限界みたいなところも、ありましたよね＞文中に

marube Oh: お疲れ様でした

Almond Andel: わたしも、今日は知る例します

Memo Parnall: 友達のママは、子宮がんのヤバい型になったけど、宝石鬼買いして相当経過いいらすい……

Almond Andel: 失礼します

Memo Parnall: おやすみなさいー

marube Oh: ｗｗ

Haruka McMahon: いろいろお世話になりましたー＞Almondさん

Almond Andel: おやすみなさいー

Edi Darwin: おやすみなさーい

panda Kidd: 逆にいえば、それこそ「病院にいるだけで、ダメっぽい雰囲気になって、どんなに言葉でがんばれといっても、脳はネガティブになる」とかあるかもしれないしｗ

SAZABI Flanagan: おやすみなさい

panda Kidd: おつかれさまでしたー

Haruka McMahon: おつかれさまです

Almond Andel: （めがねありがと）

Memo Parnall: うんうん

marube Oh: うんうん

Memo Parnall: いえいえー♥
